
○　成果の判断の目安　　 8 5 ％以上：Ａ　 7 5 ～8 4 ％：Ｂ 6 1 ～7 4 ％：Ｃ 6 0 ％以下：Ｄ

１．個別最適な学び【新しい時代に必要と なる 資質・能力】　（研修）

今回

低 8 1%

中 8 8 %

高 6 7 %

２．協働的な学び【新しい時代に必要と なる 資質・能力】　（研修）

今回

低 9 5 %

中 6 9 %

高 8 1%

保 7 8 %

教 10 0 %

３．自己肯定感【豊かな人間性】（教務）

今回

低 8 1%

中 7 5 %

高 7 6 %

保 10 0 %

教 9 2 %

クラ ス全体やグループ、友だち同士で話し合いをする と き 、自分の意見を積極的に発
言していますか。

お子様は、自分の意見や考えを人に積極的に伝えていますか。

お子様には、いいと こ ろや得意なこ と がある と 思いますか。

令和７年度　陸別小学校　１学期の学校評価のまと め〔完成版〕

令和７年１０月　　陸別町立陸別小学校　校長　小田　浩平

☆皆様のご協力によ り 各項目の分析が終了し、1学期の学校評価アンケート が完成しました。
　ご自身の分掌に関わる 項目はも ちろん、全ての項目に目を通していただき 、後期の教育活動
に生かしていただければと 思います。

質　　　　問　　　　項　　　　目

がっこう のじゅぎょ う では、たく さ んはっぴょ う していますか。

べんき ょ う やう んど う 、なら いごと など で、じまんでき る と く いなこと があり ますか。

保護者と 教員が高いが児童は高く ない結果から 、大人から 児童の良さ をも っと 伝えていく 必要がある と 考
える 。学習面、運動面に限ら ず、生活面でも 小さ なこ と から 一人一人のよ さ を見つけて、それを発信する こと
が大切なのではないだろう か。

勉強で新たに気づいたこ と やわから なかったこ と をふり かえり に書いていますか。

子ども たち一人一人の可能性を引き 出す教育の推進

べんき ょ う でわから ないこと があったら 、せんせいやと も だちにき いていますか。

勉強で新たに気づいたこ と やわから なかったこ と をふり かえり に書いていますか。

クラ ス全体やグループ、友だち同士で話し合いをする と き 、自分の意見を活発に発言し
ていますか。

研修：ふり かえり と いう 視点でのアンケート である こと から 、データ＝個別最適な学びと はなら ないと 考える
が、自己調整を行う 上で、重要な視点である こと は確かである 。計画したこと を、実践し、振り 返り を行う と
いう サイクルを教員も 子ども たちも 身に付けていき たい。

質　　　　問　　　　項　　　　目

自分のいいと こ ろを、いく つか言えますか。

子ど も たちは、クラ ス全体やグループ、友だち同士で話し合いをする と き 、自分の意見
を積極的に発言していますか。

研修：低学年に比べ、中学年が低いのは、ただ発言する のではなく 、教員に求めら れている 意見が言えな
かったと 感じている 児童が多いよ う に考える 。このこと から も 、学習が受け身と なっている こ と がわかり 、今
後の研修の進み具合に折り 、学習を自分事と 捉える 児童が増えれば、この項目の割合も 高く なっていく と 考
える 。

質　　　　問　　　　項　　　　目

自分にはいいと こ ろがある と 思いますか。

子ど も たちはそれぞれ、自分のいいと こ ろや得意なこと をも っている と 思いま すか。
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４．挨拶【豊かな人間性】（指導）

今回

低 9 5 %

中 10 0 %

高 10 0 %

保 7 8 %

教 5 4 %

５．感謝【豊かな人間性】（指導）

今回

低 10 0 %

中 9 4 %

高 8 6 %

保 8 5 %

教 7 7 %

６．ヘルスリ テラ シー【健康でたく ましい体】（指導）

今回

低 9 0 %

中 8 8 %

高 7 1%

保 5 2 %

教 6 9 %

７．相談【安心して過ごせる 居場所】（指導）

今回

低 9 0 %

中 6 3 %

高 5 2 %

８．心理的安全性【働き やすい職場】（管理）

今回

教 10 0 %

「あり がと う 」、「ごめんなさ い」を自分から進んで言っていますか。

学びの機会を保障し質を高める 環境の確立

各学年でおおむね「あり がと う 」「ごめんなさ い」を自分から 伝えている 。そう いった姿がご家庭でも 見ら れ
ている のはいい傾向だと 思われる 。教職員から 見る と 、学校生活内でのあら ゆる 関わり を見る 中では進んで
言えていない場面を見かける こ と がある ので、他人と の関わり の中でど んな言葉でど んな気持ちで伝えれ
ばいいのか、サポート していき たい。

質　　　　問　　　　項　　　　目

お子様は、食事や睡眠など 、自ら 進んで健康に気をつけて生活していますか。

つら いこ と や、こ まったこ と を、学校の先生に相談でき ますか。

学年が上がる につれ、「先生に相談でき る 」と 答える 割合が減少している こ と がわかる 。低学年では先生を頼
り やすい一方で、中・高学年では「友達に話す」「恥ずかしい」「分かっても ら えないかも しれない」など の理由
から 、相談がしにく く なる と 考える 。児童と の信頼関係を築き 、相談しやすい仕組みを作っていく こと が課題
である 。

質　　　　問　　　　項　　　　目

知っている 人に会ったと き は、自分から あいさ つをしていますか。

お子様は、家族や近所の人に、しっかり 挨拶していますか。

「あり がと う 」、「ごめんなさ い」を自分から進んで言っていますか。

質　　　　問　　　　項　　　　目

児童は挨拶について高い意識をも ち、中・高学年では全員が「でき ている 」と 答える 一方、保護者や教職員の
評価はやや低い結果になっている 。こ れは、声の大き さ や表情など の受け止め方の違いが要因だと 考えら
れる 。今後は、大人が率先してよ い挨拶を示し、家庭・地域・学校で連携して挨拶の習慣をさ ら に広げていく
こ と が大切である 。

質　　　　問　　　　項　　　　目

じ ぶんから 、「おはよ う ございます」「こんにちは」と あいさ つしていますか。

「あり がと う 」、「ごめんなさ い」をじぶんから すすんでいっていますか。

知っている 人に会ったと き は、自分から あいさ つをしていますか。

子ど も たちは、挨拶をしっかり していますか。

はやねはやおき 、すき き ら いにき をつけていますか。

お子様は、「あり がと う 」、「ごめんなさ い」を自分から 進んで言っていますか。

子ど も たちは、「あり がと う 」、「ごめんなさ い」を自分から 進んで言っていますか。

子ど も たちは、自分の健康に気をつけて生活していますか。

早ね早起き や好き き ら いに気をつけて生活していますか。

食事やすいみんなど 、生活のリ ズムに気をつけて生活していますか。

つら いこ と や、こ まったこ と を、学校の先生に相談でき ますか。

低・中学年は高い意識をも って生活している が、高学年になる と 習い事・遊びの幅が広がり 、睡眠や生活リ ズ
ムの自己管理が難しく なっている 。保護者の評価が特に低く 、子ど も 自身の意識と のギャップが大き い。家
庭での生活習慣作り に課題がある 可能性も ある 。今後は、学校での健康教育と 家庭での生活リ ズムづく り の
連携強化が必要である 。

質　　　　問　　　　項　　　　目

かなしいこと やこまったこ と があったと き 、せんせいにおはなしでき ますか。

職員室では、自分の考えを発言したり 、他の先生に相談したり など 安心して働く こ と が
でき ていますか。

担当だけに任せる のではなく ，学年団や低・高学年のチーム，各分掌など，様々なユニット において互いに協
力し合いながら ，またわから ないこ と は相談し合いながら ，業務を進める こと ができ ている と 感じ る 。今後も
本校の教職員の「強み」を生かしながら，業務推進にあたれる よ う にしていき たい。
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９．校務効率化【働き やすい職場】（管理）

今回

教 10 0 %

１０．教員の主体的な学び【働き やすい職場】（研修）

今回

教 7 7 %

１１．家庭学習【家庭や地域と の連携】（教務）

今回

低 9 0 %

中 7 5 %

高 7 6 %

保 5 2 %

教 4 6 %

１２．地域と の連携【ふる さ と 陸別への愛着】（管理）

今回

低 10 0 %

中 9 4 %

高 9 5 %

保 8 1%

家庭・地域と 歩む持続可能な教育の実現

自分から すすんで家庭学習をしていますか。

自分から すすんで家庭学習をしていますか。

お祭り やボラ ンティ ア活動など 、地域の行事に参加していますか。

研修：今年度の校内研修に関しては、個人ごと の課題と なっている こと から 、この項目の％が研修の評価と
なる と 捉えている 。ホワイト ボード での日常活動や一斉での研修など 、先生方個人の実感につながる よ う に
進めていき たい。

質　　　　問　　　　項　　　　目

質　　　　問　　　　項　　　　目

陸別鉄道祭り ，子ど も カフェなど お祭り やイベント に多く の子ど も たちが参加している 。これまで実施した収
穫体験や森林学習，乗馬体験，また今後実施する 天文台学習，酪農体験，しばれフェスティ バルなどにおいて
地域と 連携し，「り く べつ学」を通してふる さ と 陸別への愛着を育んでいき たい。

授業での効果的なICTの活用やスプレッドシート 等での情報共有，生成AIの活用など によ ってペーパーレス
化や時間短縮が進み，効率的な校務推進につながっている 。今後も さ ら に効率化を図る 場面を 模索し，改善
でき る こ と から 取り 組んでいく 。

質　　　　問　　　　項　　　　目

質　　　　問　　　　項　　　　目

ＩＣＴ等を 活用し、校務が効率的に推進さ れていますか。

校内外の研修に主体的に参加し、自身のキャリ アアップに生かせていますか。

子ど も たちは、家庭学習にしっかり 取り 組んでいますか。

大人の評価と 児童の差が見ら れる のは、大人から 声をかけないと 家庭学習に取り 組まないこと も ある と 考
える 。特に低学年は、家庭の協力が必要なので、保護者に対しても 家庭学習の重要性を周知していく 必要が
ある 。中学年、高学年は、児童に対して家庭学習の重要性を常に伝えていき ながら 、どのよ う な学習をすれ
ばいいか方法を教えていく こと が大切だと 考える 。

かていがく しゅう をわすれずにしていますか。

お子様は、家庭学習の習慣が身に付いていますか。

お子様は、地域の行事やイベント によ く 参加していますか。

おまつり やイベント など 、ちいき のぎょ う じによ く さ んかしていますか。

お祭り やイベント など 、地いき の行事によ く さ んかしていますか。
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１３．学校改善への努力（管理）

今回

低 9 0 %

中 7 5 %

高 4 3 %

教 10 0 %

目指す学校像

じ ぶんが「しゅじんこ う 」と してかつやく でき たこ と はあり ましたか。それは、ど のよ う な
こ と ですか。

質　　　　問　　　　項　　　　目

ど のよ う なこ と でかつやく でき たか（記述式）
【低学年】
・さ っかあ　・だんすをがんばった。　・り れーを がんばった　・そう じ でみんなと やれてう れしかった　・リ レー　・すい
と う をと ど けたこ と 　・き ゅう しょく のおてつだい　・お友だちにやさ しく でき た　・てすと でがんばった　・ぽけも ん
ふれんだで、すう ぱあと れじ ゃあと れてう れしかった　・う んど う かいでいちいをと った　・だんす　・はっぴょ う して
る と き
【中学年】
・逆上がり 　・すいえいのく ろーる のいき つぎでき なかったのにでき る よ う なった。　・算数をいやだけど がんばっ
た。　・すき き ら いをさ いき んしてない。　・ピアノが上手く ひけないと き にがんばった。　・しかいでまと めた　・運動
会の応援団　・運動会のダンスを恥ずかしかったけど 、踊った。　・劇　・ひと がないている と き にたすけた。　・中心
と しての役目
【高学年】
・運動会　・走る こと や、運動会　・食育の授業で、代表でこ んだてを 発表した時。　・サッカーで点をと った　・人助け
と か　・おばあさ んが困っていたのを助けた　・みんなを助けた時
【教職員】
・4 年生と して下の学年の面倒を 主体的に見たり 、委員会など の場で主体的に発言したり する 姿から
・一人一人自分の得意な事について自信を も って発表したり 、表現したり している 。
・運動会での子ども たちの達成感です。当日の子ど も たちの表情を見て感じ ました。
・運動会への取り 組み、各学年の活動で自主的に動いている 姿
・授業、行事など で、自分が得意なと ころではつら つと している 姿が見ら れた。特に運動会では、走る 、表現する 、
係り の活動、応援など 、自分の得意と する 事を 出し切れる 場面を見る こと ができ た。
・自分から 学ぶ姿が見ら れた。
・授業中に全員発表でき る 機会を与えている 。また、当番活動や日直など 全員に役割を 与えている 。
・日常の中ででき る こ と が増えていく こと に喜んでいる 様子がみら れる から
・高学年と いう こと も あり 、自分たちで考えたり 、動いたり したいる 姿が見ら れる ため。
・運動会で皆一生懸命に頑張る こ と ができ 、輝いていた
・人数が少ないため、一人一人に役割が与えら れ、スポット が当たっていたと 思います。先生方も 一人一人が輝け
る よ う な指導を 授業など 様々なと ころで行っている と 感じています。
・運動会など の行事や普段の授業の様子から 、それぞれの個性を発揮していと 感じ た。
・自分の役割に真剣に取り 組むこ と ができ ていました。成功・失敗に関わら ず、そのと き にでき る こ と に全力で取り
組んでいたと 思います。

自分が「主人公」と して活やく でき たこと はあり ましたか。それは、どのよ う なこと です
か。

３の「自己肯定感」の項目と も 関連してく る が，子ども の記述から 「主人公＝特別な場面で活躍した」と い
う 印象が強い。「人のために行動する 姿勢」や，「目標に向かって粘り 強く 努力する 姿勢」も 立派な主人公
である こと を伝え，互いにその姿を 認め合う こと など自己有用感を高める 働き かけを継続的に行ってい
く 。
教職員の記述の中で触れら れていた「遊んでいい場所」と 「き ちんと 過ごすべき 場所」についての児童の
意識向上については，公共施設でのマナー指導と 合わせて，機会を捉えて継続的に指導していく 必要が
ある と 考える 。

自分が「主人公」と して活やく でき たこと はあり ましたか。それは、どのよ う なこと です
か。

子ど も たちが「主人公」と して活躍でき たと 思いますか。それは、ど のよ う なこ と です
か。

教職員評価記述欄よ り

・子ども たちが楽しそう に過ごしている のは良いこと なんですが、学校内での過ごし方が無秩序になっ
てき ている 部分も ある よ う に感じ ます。遊んでいい場所と き ちんと 過ごすべき 場所の意識等は声かけし
ていったほう がいいのかなと 思いました。
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お子様は、 自分の意見や考えを人に積極的に伝えていますか。  ７ ８ ％ 

お子様には、 いいと こ ろや得意なこ と がある と 思いますか。  1 ０ ０ ％ 

お子様は、 家族や近所の人に、 し っかり 挨拶し ていますか。  ７ ８ ％ 

お子様は、「 あり がと う 」、「 ごめんなさ い」 を自分から 進んで言っていますか。  ８ ５ ％ 

お子様は、食事や睡眠など、自ら 進んで健康に気を付けて生活し ていますか。  ５ ２ ％ 

お子様は、 家庭学習の習慣が身に付いていますか。   ５ ２ ％ 

お子様は、 地域の行事やイ ベント によ く 参加し ていますか。   ８ １ ％ 

 ※記述欄のご意見 

【 ご意見】 エアコ ンの使用、 熱中症対策について 

【 回答】 エアコ ンについては、 授業の担当教職員がその時々で適温になる よ う 調整し ながら 運転さ

せていますが、 児童の声も 確認し ながら よ り 適切に判断する よ う 努めます。 また、 熱中症対策につ

いては、 国の基準に基づいて活動制限などの対応をし ていますが、 活動後のリ カバリ ー等も 考慮に

入れて取り 組んでまいり ます。  

【 ご意見】 給食指導について 

【 回答】 食べら れる 量や苦手なも のなど、 児童の意思を尊重する こ と を前提と し た指導に努め、 食

べる こ と の楽し さ を感じ ら れる よ う にし てまいり ます。  

【 ご意見】 行事の土曜日開催を希望する  

【 回答】 土曜授業の廃止、 少年団活動や各家庭における 週末の過ごし 方の多様化などの観点から 、

学校行事をでき る だけ平日に実施でき る よ う 取り 組んでおり ます。 なお、 運動会は次年度も 土曜日

に開催する 予定です。  

 

 

 遅く なり ま し たが、１ 学期の保護者アンケート の結果をお知ら せし ま す。お忙し い中、

ご回答あり がと う ございまし た。 いただいたご意見を参考に、 指導の改善を図ってま い

り ま す。  

 2 年ぶり の実施と なった今年度は、「 ひ

のき 屋」 によ る 音楽鑑賞でし た。  

 「 鑑賞」 と いっても ただ座って聞く だけ

ではなく 、 一緒に歌っ たり 体を 動かし た

り ・・・ さ ら には右の写真にも ある よ う に、

代表の子ども たちや先生（ ! ） によ る 太鼓

の実演も あり ま し た。  

 子ど も たちにと っ ては、 貴重な楽し い

ひと と き だったよ う です。  
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令和７年９月３日　 

陸別中学校保護者　各位 

陸別町立陸別中学校　　　 

校長　　川　端　将　由　 

 

令和７年度　学校評価アンケート結果（前期）を生かした今後の学校運営について 

 

　初秋の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

　さて、今年度実施いたしました第１回目の学校評価アンケートの結果について比較分析を行い、まとめましたのでお

知らせいたします。 

今年度１回目のアンケート結果の考察・分析については、課題が見られる部分につきましては、後期の学校生活に

おいて改善が図られるよう取組を学校全体で行って参ります。今後とも，ご支援とご協力のほど、よろしくお願いいたし

ます。（回答者人数　　生徒：５０名　　　保護者３１名　　　教員１１名） 

 

（子どもたち一人一人の可能性を引き出す教育の推進） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【とてもある・時々ある】の割合が 8 割を超えて

いることから、学校生活における友達との良好な

関わりや対話、学習に関しての興味・関心は得ら

れていると考えられます。今後も継続的な教育活

動を展開し、【ない】と回答している生徒への改善

を図っていきます。

生徒・保護者の回答からは７０％以上の上位区分の

回答を得られています。しかし、生徒の【していない】

４％、保護者の【伝えていない】３．２％の生徒たちに対

してのサポートをしていかなければと考えています。自

分の意見や考えを伝えられる場の設定を工夫したり、話

しやすい環境作りに配慮していくなど、今後対策を講じ

てまいります。

生　 徒

教　 員

生　 徒

保護者
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（豊かな人間性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度の第１回・２回目も自己肯定感といった項

目でアンケートを実施しましたが、昨年度よりも、【た

くさんある】の割合が多くなっています。特に保護者

においては、【たくさんある】と同様の項目が２倍、教

員については４．５倍と昨年 2 回目から大幅にアッ

プしています。生徒・保護者の『あると思わない・な

い』の回答が０になるよう今後教育活動を進めてま

いります。

保護者

教　 員

生　 徒

保護者

学校生活における挨拶の指導や生徒会を中

心とした挨拶運動などにもより、生徒の挨拶に

対する意識も向上していると考えられます。 

ただし、生徒の【していない】の２％の生徒が

自ら挨拶ができるようになるためこれからも継

続した助言等をしていきます。教　 員

生　 徒

13



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（健康でたくましい体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度 1 回目から比較すると、【とても表せ

ている】については、生徒は微増の値となって

いますが、保護者（１０％増）教員（３０％増）と

なっていて、生徒の挨拶の様子を見ている方々

の評価は上がっています。日常の挨拶や様々

な人とのかかわりなどで、生徒の素直な気持ち

をより表せるようになっていると考えられます。

保護者

教　 員

昨年度 2 回とは設問の表現や選択肢の違いが

あるにせよ、生徒・保護者は【常にしている・時々し

ている】の上位区分で１０％～２０％の減少が見ら

れます。また、教員については同じ区分で微増どま

りで、とても良い傾向とは評価できません。健康に

関わる部分では少し課題が見られますので、健康

に意識した学校生活を過ごすことが出来るよう今後

サポートしてまいります。

生　 徒

教　 員

生　 徒

保護者
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（学びの機会を保障し質を高める環境の確立） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（家庭や地域との連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ふるさと陸別への愛着） 

 

 

 

 

【とてもできている・時々できている】については、

50％を超えているが、R６年度 1 回目の同様の質

問の回答と比較すると、１０％ほどの減となってい

る。設問の表現や回答の選択肢の数の違いがある

ので正確な比較にはならないですが、相談のしや

すい場の雰囲気作りに努めることや、相談の機会

を増やしていくなど、生徒が困り感を解消できる環

境を醸成していきます。
生　 徒

生　 徒 保護者

教　 員

昨年度 1 回目から比較すると、生徒は【ほ

ぼ毎日】が微増しています。また保護者・教員

は昨年と設問の標記が若干違いますが、【とて

も身に付いている】などの上位区分は３０％、

教員の評価の上位区分も２０％減となっていま

す。家庭学習の取組の減少・停滞を改善する

取り組みをこれから構築していきます。

生徒・保護者の回答から、生徒がボランティア活動・地域の行事やイベントによく参加していることが分かります。保護者・地域や関係

機関の方々に感謝しつつ、学校でもこれからも生徒が参加しやすくなるよう配慮していきたいと考えています。

生　 徒
保護者

15



 

（目指す学校像） 

 

 

・ 体育祭で主将を 務めたこ と  

・ 体育祭や文化祭など  

・ 大会の時、 みんなが応援し ている なか頑張る 姿の自分は主人公のよ う だっ たから  

・ なんかを 決める 時と か自分で進めら れた 

・ 体育でのバス ケ 

・ イ ベント でリ ーダーシッ プを と っ たと き 。  

・ 自分で活躍し たと こ ろ も ある けど 、 し てないこ と が多い 

・ 部活で努力し て勝っ た時 

・ サッ カーで活躍し たこ と  

・ 入学式 

・ 小学生の頃のサッ カーの試合で 5 点き めた 

・ 宿泊研修の実行委員長を 務めたこ と  

・ サッ カーの試合で PK になっ た時に、 僕がキーパーで止めて、 勝利し たこ と 。  

・ 自分の話で盛り 上がっ たと き  

・ 体育祭でチーム 主将でリ レ ーのアン カーを やっ たこ と  

・ 自分から 進んでやっ て助かる こ と や笑かすこ と  

・ リ レ ー 

 

 

  

 

 

 

生　 徒

生徒の【とてもあった】の回答がもっと多くなるよう、そして【なかった】の生徒が０になるよう、学校と

して生徒一人一人が輝き、充実した学校生活を過ごせるように教育活動を構築していきます。 

生　 徒

教　 員

教　 員
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